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●
保
育
に
欠
け
る
児
童
と
は�

①
両
親
等
が
家
庭
の
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

場
合
。�

②
両
親
等
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日
常

の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
。�

③
親
の
い
な
い
家
庭
。�

④
母
親
が
出
産
前
後
、
病
気
、
心
身
に
障
害

が
あ
る
場
合
。�

※
出
産
の
前
後
と
は
、
妊
娠
、
妊
娠
中
・

出
産
後
間
も
な
い
こ
と
。�

⑤
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心

身
に
障
害
の
あ
る
人
が
あ
り
、
親
が
い
つ

も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
。�

⑥
火
災
や
風
水
害
地
震
等
の
復
旧
に
あ
た
っ

て
い
る
場
合
。�

※
①
か
ら
⑤
の
児
童
の
家
庭
で
両
親
以
外

の
人
が
児
童
の
保
育
が
で
き
る
場
合
は

除
か
れ
ま
す
。�

�

●
入
所
対
象
児
童�

　
生
後
３
カ
月
以
上
（
平
成
25
年
12
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
児
童
）�

※
保
育
実
施
の
申
込
期
間
は
、
小
学
校
就
学

時
期
に
達
す
る
ま
で
の
保
育
の
実
施
を
必

要
と
す
る
期
間
で
す
。�

�

●
受
付
期
間�

　
１
月
６
日（
月
）〜
２
月
７
日（
金
）�

�

●
受
付
場
所�

八
峰
町
役
場
　
幼
児
保
育
課�

町
内
各
子
ど
も
園�

☆
沢
目
子
ど
も
園
　
☆
塙
川
子
ど
も
園�

☆
八
森
子
ど
も
園
　
☆
観
海
子
ど
も
園�

☆
岩
館
子
ど
も
園�

●
申
込
書
類�

　
入
所
該
当
児
童
（
平
成
20
年
４
月
２
日
〜

平
成
25
年
12
月
31
日
生
）
の
保
護
者
に
申
し

込
み
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
申
込
書
に
は
必

要
な
添
付
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
送
付
さ
れ
る
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�

●
入
所
要
否
の
決
定�

　
申
込
書
類
を
調
査
の
う
え
、
後
日
通
知�

し
ま
す
。�

●
保
育
料�

　
保
育
料
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
保
護
者
の
所
得
、
兄
弟
の
人
数
に
よ
っ

て
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業
に
よ
る
助
成

が
あ
り
ま
す
。�

�

●
問
合
せ�

　
八
峰
町
役
場
　
幼
児
保
育
課�

７
６
―
４
６
１
２��

〜
受
付
は
２
月
７
日（
金
）ま
で
〜�

　
新
年
度
の
子
ど
も
園
入
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
保
育
に
欠
け
る
児
童
の

入
所
を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
幼
児
保
育
課
又
は
各
子
ど
も
園
に
「
保
育
所
入
所
申
込

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

八峰町立子ども園保育料（平成25年度）　※参考�

３歳未満児童�３歳以上児童�

0円�

3,600円�

0円�

11,550円�

10,550円�

18,900円�

24,900円�

29,000円�

38,500円�

50,500円�

0円�

5,400円�

0円�

13,650円�

12,650円�

21,000円�

26,700円�

30,500円�

40,000円�

52,000円�

生活保護法による被保護世帯�

各月初日における入所児童の世帯の状況�

第１階層�

第４階層�

第８階層�

第２階層�

第３階層�

第５階層�

第６階層�

第７階層�

町民税非課税世帯�

（母子世帯等免除）�

町民税課税世帯�

（母子世帯等免除）�

40,000円未満�

734,000円以上�

所得税�
非課税�
世　帯�

所得税�
課　税�
世　帯�

40,000円以上�
103,000円未満�

103,000円以上�
413,000円未満�

413,000円以上�
734,000円未満�

※年齢の基準日は、平成26年４月１日です。�

※同じ子ども園に２人以上入所した場合、２人目（弟、妹）の園児が半額に�
　なり、３人目以降は免除となります。（多子軽減）�

※（母子世帯等免除）とは、第２、第３階層に認定された母子（父子）世帯や�
　障害者のいる世帯等が適用されます。�

※このほか、すこやか子育て支援事業による保育料助成があります。�

　
「
第
11
回
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
（
秋
田
朝

日
放
送
主
催
）
が
行
わ
れ
、
八
峰
町
か
ら
も
Ｃ
Ｍ
作
品
を
出
品

し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
が
、
11
月
24
日
に
行
わ
れ
た
公
開
審
査

会
で
、
見
事
「
秋
田
県
知
事
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

・
白
神
山
地
や
日
本
海
な
ど
・
・
・
「
雄
大
か
つ
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
自
然
」�

・
名
物
の
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
・
・
・
「
お
い
し
い
食
材
」�

　
八
峰
町
に
は
こ
れ
ら
魅
力
的
な
資
源
が
豊
富
に
あ
る

こ
と
を
映
像
で
紹
介
し
、
訪
れ
た
人
々
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
町
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。�

　
県
内
全
市
町
村
（
25
市
町
村
）
の
作
品
上
映
と
ス
テ
ー
ジ
上
で
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
な
い
、
そ
の
内
容
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
八�

峰
町
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
発
表
者
と
観
覧
者
と
の
間
で
、
作
品

中
に
出
て
く
る
「
や
っ
ほ
ー
!!
」
「
は
っ
ぽ
ー
!!
」
と
い
う
掛
け
合

い
を
行
い
ま
し
た
。
作
品
の
出
来
と
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
審
査

員
か
ら
の
好
評
価
を
得
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。�

　
採
点
は
６
０
０
点
満
点
中
５
４
０
点
で
４
位
と
な
り
「
秋
田
県
知

事
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
副
賞
と
し
て
年
間
50
本
の
Ｃ
Ｍ
放

送
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。�

作
品
に
つ
い
て�

審
査
結
果
!!
�

　
今
回
の
作
品
は
地
元
有
志
が
協
力
し
て
制
作
し
ま
し
た
。�

制
作
ス
タ
ッ
フ
（
敬
称
略
・
順
不
同
）�

・
神
垣
恭
彦�

・
川
村
忠
寛�

・
米
森
朋
子（
ま
ち
お
こ
し
Ｎ
Ｐ
О 

オ
モ
シ
エ
ナ
）�

・
ほ
か
協
力
者
数
名�

Ｃ
Ｍ
制
作
に
つ
い
て�

　
作
品
は
、
12
月
９
日
か
ら
秋
田
朝
日
放
送
で
Ｃ
Ｍ
放
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
秋
田
朝
日
放
送
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。� お

知
ら
せ�

：
�

ア
ピ
ー
ル
①
…
豊
富
な
魅
力
で
お
客
様
の
期
待
に�

　
　
　
　
　
　〝
こ
た
え
る
ま
ち
〞八
峰
町�

　
町
の
魅
力
と
共
に
、
見
た
人
に
町
の
名
前
を
覚
え
て
も

ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。�

　
映
像
に
は
、
「
や
っ
ほ
ー
!!
」
と
呼
び
か
け
る
人
に
対

し
、
「
は
っ
ぽ
ー
!!
」
と
い
う
こ
だ
ま
が
返
っ
て
く
る
描

写
を
取
り
い
れ
ま
し
た
。�

　「
は
ち
み
ね
ま
ち
」や「
や
つ
み
ね
ち
ょ
う
」な
ど
と
呼
び

間
違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
八
峰
町
の
名
前
で
す
が
、
こ
の

掛
け
合
い
を
通
し
て「
は
っ
ぽ
ー（
八
峰
）」の
音
の
響
き
が

印
象
に
残
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。�

ア
ピ
ー
ル
②
…
八
峰
町
の
名
前
を
覚
え
て
も
ら
う
！�

　
　
　
　
　
　「
や
っ
ほ
ー
!!
」「
は
っ
ぽ
ー
!!
」�


